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千葉県には地層を観察できるところがたくさん
あります．どこの地層を見ても興味はつきないの
ですが，なかでも私たちの生活に直接関係してい
る地層を観察したいとなると木更津地域がお勧め
です．最近，私たちは木更津地域の5万分の1地
質図幅（小松原ほか, 2004）を出版したこともあり，
その紹介を兼ねて，2004年の地質情報展では，木
更津地域の地質の平易なパネル展示解説を行いま
した．

木更津付近は台地の標高が高く，台地の縁の高
い崖にはたくさんの地層を見ることができます．こ
れらの地層は，私たちが住む関東平野の地盤を形
成している地層です．関東平野の中央部では地下
にある地層なのですが，木更津付近は地盤が隆起
しているため，これらの地層，すなわち関東平野の
地盤そのものを台地の縁の崖で見ることができる
のです．

崖を観察してみると，木更津付近の台地はさま
ざまな地層でできていることがわかります．情報展
会場では第1図のように木更津付近の崖で見える
地層をスケッチと写真で模式的に示しました．この
図のように，台地のすぐ下には，火山灰質の土壌
からなる関東ローム層があります．一般に赤土と
呼ばれるものです．そして，そのさらに下には海で
たまった地層と陸でたまった地層が交互に積み重
なっていることがわかります．海でたまった地層に
は貝殻など海に住んでいた生物の化石が含まれる
ことがあります．またサラサラした砂浜の砂ででき
ている地層もあります．木更津をはじめとする関
東平野は現在は陸ですが，海の地層があるという
ことは，遠い昔にはたびたび海が入りこんだという
ことを示しています．一方で陸の地層には木や草

の根っこの化石が含まれたりします．また陸の地
層のうち川でたまったものは砂や石ころからなり，
クロスラミナがきれいに見えたりします．これら木
更津付近の海と陸の地層が交互に重なった地層
は下総

しもうさ

層群と呼ばれ，今から約10～40万年前に
たまりました．

木更津付近の地層は火山灰かぎ層を使って遠く
まで追跡することができます．火山灰層とは，噴火
によって火山から広い範囲に飛び散った「火山灰」
がたまってできた地層です．1回の火山の噴火は，
なが～いなが～い地球の歴史のなかでは一瞬の出
来事なので，遠くにある地層でも同じ火山灰層が
挟まれているなら同じ時代にたまった地層である
ことがわかります．このように火山灰層は，地層の
対比の“かぎ”になるため，「火山灰かぎ層」とも呼
ばれます．幸いなことに，関東平野の西側には，
当時から箱根，八ヶ岳などの火山が分布していま
した．そのため木更津付近で観察できる地層には
火山灰かぎ層がたくさん挟まれています．火山灰
かぎ層を使って地層の分布を明らかにすると，建
物をたてるときの支持基盤の分布や地下水の通り
道，関東平野の地盤の変動などを知ることができ
ます．例えば，第1図の下の方にある上泉

かみいずみ

層とい
う地層は，関東平野の中央部の埼玉県では，標
高－50mくらいの地下深くにあります．海でたまっ
た上泉層の砂層は，現在，埼玉県では地下水の通
り道になっていることが知られています．上泉層
が台地の縁の崖で観察できる木更津地域とは大違
いです．これは，地殻変動によって，関東平野の中
央部は地盤が沈降し，一方で木更津地域のような
関東平野の周縁部では地盤が隆起していることを
示しています．そのため，関東平野中央部では地
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第1図　木更津付近の台地の崖のようす．

下にある地層を，木更津地域では崖で観察できる
のです．

このように木更津付近の地質は，関東平野の地
盤を知るうえでも，とても重要であることがわかりま
す．木更津付近の地質がわかれば関東平野がわか
るといっても過言ではないかもしれません．より詳
しいことが知りたいときは是非，5万分の1地質図
幅「木更津」（小松原ほか, 2004）および「姉崎」（徳
橋・遠藤, 1984）をご覧になることをお勧めします．
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